
表１ 底質粒径区分一覧 

粒径階級 略称 粒径範囲（mm） 実験粒径範囲 CASE１ CASE２

巨礫 boulders Ｂ 256 - 256 － ○ －

玉石大 large cobbles ＬＣ 128 - 256 128 － 256 ○ －

玉石小 small  cobbles ＳＣ 64 - 128 53 － 128 ○ ○

砂利大 large gravel ＬＧ 32 - 64 37.5 － 53 ○ ○

砂利小 small  gravel ＳＧ 16 - 32 19 － 37.5 － ○

砂 sand Ｓ - 16 － 19 － ○

既往文献 

2)

本実験粒径区分

 

 

CASE１CASE１CASE１CASE１

パターン１ パターン２ パターン３

CASE２CASE２CASE２CASE２

パターン１ パターン２ パターン３

Ｂ

SC

LG

LC

Ｂ

SC

LC

LG

Ｂ

LC

LG

SC

S

C

LG

S

SG

S

C

SG

S

LG

S

C

SG

LG

S

図１ 底質配置パターン 

 

 

写真１ 実験装置・底質設置状況

（上：CASE１・下：CASE２） 

 

水槽実験による水槽実験による水槽実験による水槽実験によるゲンジボタルゲンジボタルゲンジボタルゲンジボタル（（（（Luciola cruciata））））幼虫の底質選好性幼虫の底質選好性幼虫の底質選好性幼虫の底質選好性    
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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに    

生物の生息場所については，生息場の質を表す指標として HSI（Habitat Suitability Index）モデルを用いて

評価する手法などがある．筆者らは，ホタルの棲める環境を再生するため，ダム現場や事業所敷地内等でビ

オトープの整備を実施してきた．本実験では，ゲンジボタルが生息しやすい環境を明らかにすることでビオ

トープづくりに反映させることを目的に，幼虫が選好する底質条件を把握する実験を行った． 

２．２．２．２．実験方法実験方法実験方法実験方法    

(1)底質条件 

 ゲンジボタル幼虫の底質選好性については，既往文

献

1)
などでは大きく区分された分布は示されていたが，

底質の粒径などの詳細な区分の選好性については不明

であった．そこで本実験では底質と底生生物の河床平

面分布を調査した際の粒径階級区分

2)
を基に底質条件

を区分した．ただし，実験に使用した底質は，篩い目

の大きさから表１に示す粒径区分とした．実験では，４区分

をひとつの実験 CASEとし中間粒径の SC，LG がラップする

ように設定した．また，礫などの配置は，隣同士が同じにな

らないように図１に示す３パターンで行った． 

(2) 実験装置概要 

 実験水槽は，プラスチック製トロ函（1202×740×192：mm

内寸）を用い，容器底面を４分割し各底質を配置後，水を満

たした（水深約 10 cm）．容器の中心には，酸素供給のために

散気管を設置した．各 CASEの装置および底質設置状況を写真１に示す． 

(3) 実験方法 

 実験は，底質を設置した装置の中心に幼虫約 100 匹（3～6 齢：約 18

～30mm）を放流し自由に移動させ，12 時間以上放置し各底質区分にお

ける幼虫数を計測した．計測時には幼虫を回収し礫を再配置後，次の実

験時には再度中心から幼虫を放流する方法とした．基本的に計測は日中

実施したが，日没後は室内灯下で行った．実験中は給餌するとエサに誘

引されるため与えなかった．実験中水槽内で数個体死亡したが，その位

置でのカウントとしその幼虫は排除した．強制的な水流は与えず散気管

からのエアリフトによる水の動きのみとした．また，水温や pH，溶存酸

素濃度を適宜モニタリングした．実験は平成 24年 12月に実施した． 

３．３．３．３．実験実験実験実験結果結果結果結果および考察および考察および考察および考察    

(1) 放流初期の幼虫移動状況 

 装置の中心に放流した幼虫は，周辺が明るいため暗い場所へ逃避する

行動が確認できた．幼虫は夜行性であるため逃避の際は，底質の選好性 
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写真２ 実験状況（左：放流前 右：幼虫移動） 
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図３ 計測時における幼虫カウント数（CASE２） 

表２ 放流時の拡散数と計測時のカウント数 

パターン１ パターン２ パターン３ パターン１ パターン２ パターン３

Ｂ 10 24 14 2 1 6

ＬＣ 20 25 27 26 7 9

ＳＣ 33 18 28 27 47 53

ＬＧ 37 29 25 45 41 26

ＳＣ 11 16 29 22 7 4

ＬＧ 16 46 26 15 11 31

ＳＧ 40 16 25 42 42 28

Ｓ 33 17 14 21 35 31

放流後（幼虫退避直後） 計測時

CASE１

CASE２

底質区分

 

0

20

40

60

80

100

№１ №２ №３ №４ №５ №６ №７ №８ №９ №10

パターン１ パターン２ パターン３

実験番号

幼
虫

カ
ウ

ン
ト

数
（
匹

） LG

SC

LC

B

 

図２ 計測時における幼虫カウント数（CASE１） 

は特になく，急いで近辺の礫等に身を隠す行動と考え

られた．放流前および幼虫移動時の実験状況を写真２

に示す．また，表２に各実験 CASEのそれぞれのパタ

ーンについて放流後（幼虫退避直後）の底質区分への

幼虫移動数とその後の計測時の幼虫カウント数を示す．

表２の結果から放流時と計測時では分布が違うことが

示されているが，これは夜間に幼虫が移動し，放流時

の逃避場所に特に留まらないことと考えられた． 

(2) 底質パターンにおける幼虫状況 

 幼虫の計測は，パターン１～３でそれぞれ３～４回

実施した．パターン１では約 18 時間（№1），35 時間

（№3），75 時間（№2）放置後に計測し，パターン２

では約 12～30時間（№5～7），42時間（№4），パター

ン３は約 6～21時間（№8,10），41時間（№9）放置後

計測した．CASE１，CASE２における各計測時の幼虫数

を図２，図３に示し，各パターンにおける底質区分毎に

整理した幼虫存在割合を表３に示す． 

CASE１では，図２および表３に示すようにこの４区

分では粒径の小さい SC と LG に多く集まることがわか

った（全パターンの集計値についてのカイ二乗検定；

p<0.001，残差分析；全区分 p<0.001）．幼虫が身を隠すに

は大粒径の底質の方が有利と当初考えていたが，隙間の

狭い粒径に多く存在した．幼虫は，身を潜めるには自分

のサイズと同等程度の隙間を好むものと考えられた． 

 CASE２は，図３および表３に示すように CASE１と同

様に小粒径の SGと Sに比較的多く存在し，SCと LG が

少ないことが示された（全パターンの集計値についての

カイ二乗検定；p<0.001，残差分析；全区分 p<0.001）．S

区分の粒径は，16 mm以下のサイズであり実験で用いた

幼虫サイズよりも小さい径であるが，狭い隙間に体を突

っ込んでいる状況が観察された．幼虫は明るい時間帯は

身を潜めているが，自身が礫等に接触していて，なおかつ光を遮

る暗く狭い場所（隙間）を好むのではないかと考えられた．実験

期間中の水質は，DO は 10～11.5 mg/Lとほぼ飽和状況であり，pH

は８前後，水温も８～14℃で安定していた． 

 本実験では，ゲンジボタル幼虫の底質選好性について実験を行

い検討した．幼虫は礫質の底質を好むことが既往文献

1)
などで報

告されていたが，礫の中でも比較的粒径の小さい区分を好むこと

が推察された．また，幼虫は自身のサイズと同等以下の隙間でも好んで身を潜めることがわかった．今後は，

本実験の区分 S以下の砂やシルトなどのより細かい粒径での検討や実環境を模した粒径混合区分，その他流

速などの環境条件についても検討していきたいと考えている． 【謝辞】実験に関して多くのご助言を賜り

ました（公財）埼玉県生態系保護協会 岩井大輔氏に深く感謝申し上げます． 
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表３ 各パターンにおける幼虫存在割合 

パターン１ パターン２ パターン３

Ｂ 6.4 3.1 7.1

ＬＣ 25.5 8.5 13.5

ＳＣ 20.5 44.7 45.7

ＬＧ 47.7 43.7 33.7

ＳＣ 27.4 14.2 8.9

ＬＧ 21.4 15.2 22.7

ＳＧ 30.1 37.5 33.3

Ｓ 21.1 33.1 35.1

CASE１

CASE２

底質区分

計測時幼虫存在割合（％）
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